
学習指導改善調査事業 実践報告 

        物語をくらべて紹介しよう！ 

                                新潟市立新津第一小学校  畑  智 

実践事例における提案 

 本単元で身に付けたい力は，「文章中の語や表現に着目しながら読む力」である。そこで，「ゆうすげ村の小さ

な旅館」と「白いぼうし」の二つの物語文を教材として用いる。 

これら二つの物語は，登場人物である「女の子」が実は人間ではないと思わせる叙述があることが共通点とし

て挙げられる。「ゆうすげ村の小さな旅館」では，登場人物である「女の子」が実は「ウサギ」が変身した姿で

あることが明示されている。「白いぼうし」では，「女の子」が「ちょう」ではないかと類推させる叙述がある。

この「女の子」の正体を類推させる書き方を「物語のしかけ」とし，「読みの観点」として学ばせる。そして，

この観点を用い二つの教材を読み比べることで，「文章中の語や表現に着目しながら読む力」を身に付けること

ができるのである。 

 また，二つの物語の「物語のしかけ」や「心に残ったこと」などを「本のショーウインドウ」に書き表すこと

を「単元を貫く言語活動」として設定する。「『本のショーウインドウ』を作って保護者に紹介する」という目的

意識をもった子どもたちは主体的に学習に取り組むことができるのである。 

１ 単元名 物語をくらべて紹介しよう！ 

  教材名 「ゆうすげ村の小さな旅館」（東京書籍３年上）「白いぼうし」（光村図書４年上） 

２ 単元の指導目標 

  ○物語を読むことに興味をもち，二つの物語を比べながら読もうとしている。【国語への関心・意欲・態度】 

  ◎それぞれの場面で起きた出来事を読み取り，場面と場面とを関連付けて読んでいる。【読むこと】 

  ○物語のしかけを見付けるために，文章中の語や表現に着目して読んでいる。【読むこと】 

  ○自分が感じたことや考えたことについて，理由を挙げて書いている。【書くこと】 

○表現したり理解したりするために，必要な語句を増やしている。【伝統的な言語文化と国語の特質に関す

る事項】 

３ 児童の実態 

  児童は４月教材「すいせんのラッパ」で，場面の様子が伝わるように音読をしたり，叙述をもとに，「すい 

せん」や「かえるたち」の様子や気持ちを想像しながら読んだりした。また，物語を読んで感じたことを交流 

した。しかし，登場人物である「かえるたち」が，春のおとずれを喜んでいることは分かるが，それがどの叙 

述を根拠として考えたのかということを説明する力が不十分であった。そのため，本単元では，「文章中の語 

や表現に着目しながら読む力」を育成したいと考えた。 

 

４ 単元を貫く言語活動 

  教材文「ゆうすげ村の小さな旅館」と「白いぼうし」とを比較し，それぞれの物語を紹介する「本のショー 

ウインドウ」を作成すること 

５ 学習過程を活性化するための工夫 

（１）単元の導入で「ゆうすげ村の小さな旅館」と「白いぼうし」を紹介し，不思議な物語（ファンタジー）の

おもしろさを実感させる。また，「本のショーウインドウ」を提示し，「二つの物語を比べた『本のショー

ウインドウ』を作って，保護者に紹介しよう」という目的をもたせる。 

（２）「ゆうすげ村の小さな旅館」と「白いぼうし」について，「基本的な読み」と「比べ読み」を行わせる。 

（３）「ゆうすげ村の小さな旅館」と「白いぼうし」を読み，子どもが決めた項目に沿って「本のショーウイン

ドウ」を書いていく。 

（４）一人一人が作った「本のショーウインドウ」を展示し，保護者に紹介する。 
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